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定
と
環
境
先
進
都
市
で
実
績

の
あ
る
小
池
市
政
を
継
承
、発

展
さ
せ
る
」
と
決
意
を
述
べ

た
。 遠

藤
候
補
は
、
改
革
力
、
教

育
力
、
健
康
力
、
地
域
力
、
市

民
力
の
５
つ
の
力
を
掲
げ
、改

革
力
で
は
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
を
を
創
出
し
、三
島
駅

南
口
の
再
開
発
、南
北
自
由
通

路
を
実
現
し
、東
部
の
拠
点
と

し
て
三
島
の
魅
力
を
作
る
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
力
で

は
、企
業
誘
致
や
再
開
発
で
活

力
を
創
出
し
、地
場
産
業
の
育

成
と
雇
用
創
出
を
掲
げ
て
い

る
。
更
に
、
商
店
街
振
興
と
市

民
生
活
支
援
の
た
め
１
億
円

の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
付
け
た
総

額
10
億
円
の
商
品
券
の
発
行

を
訴
え
、市
民
窓
口
平
日
夜
間

７
時
ま
で
延
長
や
図
書
館
等

の
３
６
５
日
利
用
な
ど
を
言

っ
て
い
る
。 

遠
藤
陣
営
で
は
11
月
27 

た
こ
と
で
中
国
側
は
激
怒
し

た
。マ
ス
コ
ミ
は
こ
ぞ
っ
て
中

国
側
の
領
土
的
野
心
を
あ
げ

つ
ら
い
、日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
火
を
つ
け
た
。
し
か

し
、前
原
氏
が
領
有
権
問
題
は

存
在
し
な
い
と
言
っ
た
と
こ

ろ
で
、
そ
れ
は
「
単
な
る
日
本 

   

側
の
言
い
分
に
過
ぎ
な
い
」
。 

そ
も
そ
も
、尖
閣
諸
島
を
め

ぐ
る
問
題
は
、１
９
７
８
年
の

日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
で

来
日
し
た
鄧
小
平
に
よ
り「
領

有
問
題
に
つ
い
て
は
双
方
に

食
い
違
い
が
あ
る
。こ
の
問
題

は
一
時
棚
上
げ
し
、
次
の
世 

以
来
、日
中
関
係
に
深
刻
な
ヒ

ビ
が
入
っ
た
。そ
れ
が
北
方
領

土
問
題
を
め
ぐ
る
日
露
関
係

に
も
飛
び
火
し
た
。 

 

こ
と
の
発
端
は
尖
閣
諸
島

周
辺
の
日
本
の
主
張
す
る
領

海
内
で「
違
法
操
業
し
て
い
た

中
国
漁
船
」を
拿
捕
し
船
長
を

拘
束
し
た
こ
と
だ
っ
た
。 

こ
の
時
前
原
大
臣
は「
尖
閣

諸
島
は
日
本
の
固
有
の
領
土
、

日
中
間
で
領
有
権
問
題
は
存

在
し
な
い
」
「
船
長
の
処
罰
は

日
本
の
法
に
従
い
粛
々
と
進

め
る
」
と
の
啖
呵
を
切
っ
た
。 

一
方
的
に
そ
う
言
い
放
っ

た 

 

尖
閣
諸
島

で
の
中
国
漁

船
拿
捕
事
件 

 
12
月
５
日
告
示
、
12
日
投
票
の
三
島
市
長
選
、
現
在
、
豊
岡
武

士
、
前
田
お
さ
む
、
遠
藤
行
洋
の
３
氏
が
立
候
補
表
明
し
て
い
る
。

三
人
と
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
保
守
系
で
似
た
よ
う
な
政
策
。
誰
が

ど
の
よ
う
な
主
張
を
し
、
争
点
は
何
か
に
つ
い
て
明
確
な
違
い
が
見

え
て
こ
な
い
。
そ
ん
な
中
、
第
４
の
候
補
の
登
場
は
あ
る
の
か
ど
う

か
、
市
民
の
関
心
は
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
よ
う
に
見
え
る
。 

代
の
知
恵
に
ま
か
せ
る
べ
き
」

と
し
て
、双
方
と
も
触
れ
な
い

こ
と
で
一
致
し
た
。こ
う
し
た

対
応
は
、日
中
間
の
密
約
で
あ

り
、暗
黙
の
了
解
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
だ
。 

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、２
０

０
４
年
の
小
泉
政
権
の
時
で

さ   さ
え
、中
国
人
活
動
家
の
尖
閣

諸
島
（
魚
釣
島
）
上
陸
事
件
が

起
き
た
時
、当
時
の
福
田
康
夫

官
房
長
官
が「
双
方
が
領
土
権

を
主
張
す
れ
ば
戦
争
に
な
る
、

強
制
送
還
し
て
事
態
を
沈
静

化
す
る
」と
い
う
対
応
で
処
理

し
た
。 

 
 

 

    

る
。 

 

ん
だ
。
何
し
ろ
本
格
的
政
権
交

代
が
50
余
年
振
り
に
実
現
し

た
と
思
っ
た
か
ら
だ
。 

▼
し
か
し
、
こ
の
１
年
間
の
民

主
党
を
見
る
と
、
本
当
に
情
け

無
く
、
ま
と
ま
り
の
な
い
政
党

だ
っ
た
の
か
と
呆
れ
る
ば
か
り

だ
。
そ
れ
で
も
ま
だ
鳩
山
政
権

ま
で
は
、
ヨ
ロ
ヨ
ロ
す
る
政
権

を
見
な
が
ら
も
自
民
党
よ
り
ま

し
だ
と
思
っ
て
い
た
。 

▼
と
こ
ろ
が
菅
政
権
に
代
わ

り
、
違
和
感
が
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
た
。
大
企
業
減
税
に
始

ま
り
消
費
税
増
税
、
議
員
定
数

削
減
、
政
治
主
導
を
放
棄
し
た

官
僚
依
存
。
選
挙
前
は
、
あ
れ

ほ
ど
自
慢
げ
に
示
し
て
い
た
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
こ
と
ご
と
く
反

古
に
し
、
自
民
党
政
治
よ
り
酷

い
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る
。 

▼
尖
閣
諸
島
問
題
の
対
応
も
、

無
為
無
策
で
前
原
外
相
の
個
人

プ
レ
ー
を
許
し
、
菅
首
相
の
指

導
力
も
統
制
力
も
何
も
無
い
。

近
隣
諸
国
の
首
脳
か
ら
は
、
菅

政
権
の
無
能
ぶ
り
、
不
安
定
で

指
導
力
の
無
さ
を
あ
ざ
笑
わ
れ

て
い
る
が
、
情
け
な
い
。 

▼
「
政
治
と
金
」
の
問
題
で
小

沢
一
郎
排
除
を
も
く
ろ
む
一

方
、
野
党
時
代
に
あ
れ
ほ
ど
強

調
し
て
い
た
「
企
業
団
体
献
金

禁
止
」
を
あ
っ
さ
り
引
っ
込
め
、

武
器
輸
出
三
原
則
の
緩
和
す
ら

言
い
出
し
、
大
っ
ぴ
ら
に
武
器

輸
出
を
検
討
し
始
め
て
い
る
。 

▼
野
党
時
代
に
自
民
党
の
様
々

な
政
策
を
批
判
し
て
き
た
の

に
、
い
ざ
政
権
を
と
る
と
、
そ

れ
ま
で
批
判
し
て
き
た
こ
と
も

忘
れ
て
、
自
ら
同
じ
こ
と
を
や

ろ
う
と
し
て
い
る
。
有
権
者
へ

の
裏
切
り
だ
。
何
と
い
う
情
け

な
い
政
党
だ
ろ
う
。 

 

▼
昨
年
８
月
30
日
の

総
選
挙
後
、
民
主
党
が

政
権
交
代
を
実
現
し
た

時
、
自
公
政
権
に
辟
易

し
て
い
た
多
く
の
有
権

者
は
拍
手
喝
采
し
て
喜 

 

問
題
は
こ
れ
ま
で
築
き
上

げ
て
き
た
土
台
を
、前
原
氏
が

台
無
し
に
し
た
こ
と
だ
。 

最
初
か
ら
「
拿
捕
・
拘
束
、

領
土
問
題
は
無
い
」と
い
う
挙

に
出
な
け
れ
ば
、こ
こ
ま
で
こ

じ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。し

か
も
、中
国
側
の
強
硬
姿
勢
を

見
る
や
、
慌
て
て
「
検
察
の
独

自
判
断
」
と
し
て
釈
放
し
た
。

見
え
透
い
た
嘘
を
言
い
、子
供

の
火
遊
び
で
も
あ
る
ま
い
に
、

後
の
結
果
判
断
も
無
い
ま
ま
、

う
ろ
た
え
て
い
る
状
態
だ
。 

こ
う
し
た
前
原
氏
の
思
慮

判
断
の
無
い
行
動
に
振
り
回

さ
れ
て
、日
本
外
交
は
破
滅
に

向
か
っ
て
い
る
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。
思
い
つ
い
た 
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こ
ど
も
の
火
遊
で
は
済
ま
さ
れ
な
い 

 

前
原
外
相
の
資
質
を
疑
う
！ 
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行
動
に
直
ち
に
飛
び
つ
く
の

は
、沈
着
冷
静
な
判
断
を
要
す

る
政
治
家
の
資
質
を
著
し
く

欠
い
て
い
る
と
し
か
思
え
な

い
。 

 

一
方
で
彼
の
行
動
は
、中
国

へ
の
警
戒
感
を
煽
り
、日
米
軍

事
同
盟
の
必
要
性
を
強
調
し
、

11
月
末
の
沖
縄
知
事
選
に
お

け
る
普
天
間
基
地
移
設
容
認

派
の
勝
利
の
足
固
め
を
狙
っ

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
見

方
も
あ
る
。 

 

政
治
家
と
し
て
の
姿
勢
や

外
務
大
臣
と
し
て
の
資
質
に

欠
け
る
前
原
氏
を
更
迭
す
る

以
外
は
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
日
本
の
外
交
力
を
取
り
戻

す
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。 

 

争点見えない市長選！ 
小池市長退陣、三つ巴混戦、選択肢のない選挙戦 

主
張 

億
円
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。 

今
後
ま
す
ま
す
税
収
が
厳

し
く
な
る
一
方
で
、
返
済
見
通

し
は
更
に
難
い
も
の
が
続
く

と
い
え
る
。
財
政
調
整
基
金
は

12
年
前
よ
り
１
億
円
積
み
増

し
し
た
。 

財
政
健
全
化
指
標
は
概
ね

良
好
で
あ
る
が
、
基
金
残
高
の

低
迷
と
市
債
残
高
の
上
昇
は

将
来
の
不
安
材
料
で
も
あ
る
。 

本
町
タ
ワ
ー
ビ
ル
は
税
収

効
果
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

反
面
、
市
中
心
部
に
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
の
乱
立
を
許
し
た
。 

環
境
問
題
で
は
湧
水
復
活
の

具
体
策
が
打
ち
出
せ
な
か
っ

た
。 

 

大
き
な
事
業
は
、
街
中
が
せ

せ
ら
ぎ
事
業
、
消
防
庁
舎
移
転

改
築
、
電
線
地
中
化
、
三
島
駅

前
南
北
整
備
、
小
中
学
校
・
公

共
施
設
の
耐
震
補
強
、
錦
田
こ

ど
も
園
建
設
な
ど
。 

 

た
い
」
と
述
べ
て
い
た
。 

 

豊
岡
氏
の
挑
戦
は
３
度

目
、
前
回
は
小
池
氏
に
１
６

６
０
票
近
く
ま
で
迫
っ
た
が

及
ば
な
か
っ
た
。
年
齢
的
に

も
今
回
を
逃
せ
ば
後
が
な

い
。「
背
水
の
陣
」
で
臨
む
姿

勢
だ
。
小
池
市
政
12
年
で
、

北
上
地
区
は
取
り
残
さ
れ
た

と
い
う
思
い
が
強
く
、
豊
岡

氏
に
寄
せ
る
地
元
北
上
地
区

住
民
の
期
待
は
大
き
い
。
と

り
わ
け
町
内
会
関
係
者
や
婦

人
層
へ
の
組
織
化
が
進
ん
で

い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
谷
田

地
区
の
親
戚
関
係
者
の
動
き

も
活
発
だ
と
い
う
。 

 
 

（
49
）
は
３
月
８
日
に
記
者

会
見
で
、
無
所
属
で
立
候
補

を
表
明
。
そ
の
中
で
「
情
熱
だ

け
は
負
け
な
い
。無
駄
を
無
く

し
、次
代
の
子
ど
も
た
ち
に
自

信
を
持
っ
て
引
き
継
げ
る
ま

ち
を
つ
く
り
た
い
。若
い
世
代

が
関
心
を
持
ち
、
意
見
を
言

い
、責
任
を
持
つ
ま
ち
づ
く
り

を
し
た
い
」
と
訴
え
た
。 

民
主
党
の
細
野
豪
志
代
議

士
が
青
年
会
議
所
で
一
緒
に

仕
事
を
し
た
関
係
で
、個
人
の

立
場
か
ら
全
面
的
に
応
援
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

前
田
氏
は
沼
津
市
出
身
で
、

沼
津
工
高
卒
業
後
、会
社
を
立

ち
上
げ
、民
間
の
感
覚
や
目
線

で
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、事

業
の
効
率
化
や
経
営
力
で
負

債
を
削
減
す
る
と
言
う
。
ま

た
、
地
域
交
流
の
充
実
を
掲

げ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー 

 

 

だ
が
前
回
の
敗
北
の
後
で

県
議
へ
舞
い
戻
っ
た
こ
と
に

絡
み
、
後
援
会
内
部
に
ゴ
タ

ゴ
タ
が
あ
り
、
元
々
身
内
で

あ
っ
た
前
田
氏
が
分
か
れ
て

立
候
補
し
た
こ
と
が
今
回
の

痛
手
と
な
っ
て
い
る
。 

 

政
策
的
に
は
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
充
実
や
振
興
策
、
財
政

健
全
化
な
ど
を
掲
げ
る
。
合

併
推
進
策
は
特
例
債
が
な
く

な
り
、
政
策
の
中
心
か
ら
は

消
え
た
。
11
月
１
日
の
総
決

起
集
会
で
は
１
３
０
０
名
近

く
の
支
持
者
を
集
め
、勝
利
に

向
け
て
気
勢
を
上
げ
た
。 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

小
池
市
長
12
年
の
功
罪 

 

小
池
市
長
が
今
期
で
退
陣

す
る
と
正
式
に
意
思
表
明
し

た
の
は
、
今
年
の
２
月
議
会
。

土
屋
議
員
の
質
問
へ
の
答
弁

で
あ
っ
た
。
市
長
い
わ
く
「
多

選
に
は
反
対
の
考
え
で
、３
期

が
限
度
だ
と
思
っ
て
い
た
」と

の
こ
と
。 

 

奥
田
、
石
井
、
小
池
氏
と
過

去
３
人
の
歴
代
市
長
を
見
た

と
き
、
前
者
２
人
と
比
べ
、
小

池
市
長
の
政
策
手
腕
は
一
歩

抜
き
出
て
い
た
と
感
じ
る
人

は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、一
方
で
小
池
市
政

へ
の
批
判
的
見
方
を
す
る
人

も
い
る
。
と
り
わ
け
、
北
上
地

区
で
の
小
池
市
政
へ
の
見
方

は
厳
し
い
。 

 

小
池
市
長
の
就
任
時
、
「
あ

か
な
す
の
里
」事
件
で
庁
舎
内

は
揺
れ
、小
池
市
長
の
最
初
の 

 

 

豊
岡
武
士
氏
（
67
）
は
３
人
の

中
で
は
い
ち
早
く
、
２
月
１
日
の
段

階
で
市
長
選
に
無
所
属
で
立
候
補

を
表
明
し
て
い
た
。 

立
候
補
表
明
で
は「
三
島
は
こ
の

10
年
衰
退
し
て
来
た
。
産
業
の
落

ち
込
み
、
財
政
状
態
の
厳
し
さ
を
上

げ
、
県
職
員
や
県
議
と
し
て
の
経

験
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。
行
財

政
改
革
を
真
っ
先
に
や
り
、
夢
と

希
望
の
あ
る
広
域
都
市
を
つ
く
り

た 

ピアノ、ソルフェージュ 
訪問レッスンいたします。 
TEL 055-977-5362 気軽に連絡してください 
                   角田洋子 

日
、午
後
７
時
よ
り
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
で
総
決
起
大
会
を

予
定
し
て
い
る
。 

市
民
の
中
に
は
、立
候
補
し

て
い
る
３
人
は
保
守
系
候
補

ば
か
り
、革
新
系
候
補
が
見
ら

れ
な
い
と
か
、３
人
と
も
似
通

っ
た
政
策
で
誰
に
投
票
し
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。余
り

関
心
が
湧
か
な
い
な
ど
の
声

が
返
っ
て
く
る
。 

そ
ん
な
中
、選
挙
を
盛
り
立

て
る
為
、三
島
青
年
会
議
所
主

催
の
市
長
選
公
開
討
論
会
が

11
月
24
日
、
午
後
６
時
45

分
か
ら
三
島
市
民
文
化
会
館

で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

９
月
２
日
現
在
の
選
挙
人

名
簿
登
録
者
数
は
９
万
１
４

７
０
人
（
男
４
万
４
５
９
５

人
、
女
４
万
６
８
７
５
人
）
。

前
回
、
平
成
18
年
度
市
長
選

投
票
率
は
54
・
35
％
で
あ

っ
た
。 
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取
り
組
み
は
、市
政
の
信
頼
回

復
と
市
財
政
の
健
全
化
で
あ

っ
た
と
い
う
。 

 

行
財
政
改
革
で
は
、
こ
の

10
年
間
で
職
員
１
０
０
人
を

削
減
し
、
指
定
管
理
者
制
度
の

積
極
的
な
導
入
や
入
札
制
度 

の
復
活
や
幼
児
と
高
齢
者
の

交
流
を
訴
え
る
。 

三
島
駅
を
拠
点
と
し
た
東

部
エ
リ
ア
の
都
市
づ
く
り
や

既
存
企
業
の
体
力
強
化
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
策
を
挙

げ
る
一
方
、
結
婚
応
援
都
市
宣

言
で
、
若
者
へ
の
婚
活
支
援
の

実
施
を
訴
え
、
12
月
３
日
、

文
化
会
館
で
の
総
決
起
集
会

に
向
け
、
若
者
へ
の
浸
透
を
図

る
と
言
う
。 

の
改
善
な
ど
を
初
め
と
し
た

経
費
削
減
に
努
め
た
と
の
こ

と
だ
。
し
か
し
、
正
規
職
員
が

減
る
一
方
で
臨
時
職
員
が
増

加
し
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

の
問
題
も
顕
在
化
し
た
。 

こ
の
12
年
間
の
市
債
残
高

は
一
般
会
計
で
３
３
９
億
円

か
ら
３
６
２
億
円
、
差
引
２
３

 

静
岡
朝
日
テ
レ
ビ
か
ら
フ

リ
ー
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
転

出
し
て
働
い
て
い
た
遠
藤
行

洋
氏(

48)

は
４
月
16
日
、
市

長
選
へ
無
所
属
で
出
馬
を
表

明
。会
見
で
は
現
職
の
小
池
正

臣
市
長
の
後
継
で
あ
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
し「
行
財
政
の
安

豊岡武士候補 

前田おさむ候補 

一
方
、
三
島
市
梅
名
の
建

設
会
社
社
長
前
田
お
さ
む
氏 

 

遠藤行洋候補 


